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北海過大学衛生工学シンポジウム
1993.11北溝道大学学術交流会館

9-3 
アーバンオアシス ー都市環境創造への提案事例ー

1.はじめに

近年、国内外における環境問題への関心はよ

り高まっている。都市域における建築物計酪に

おいても、法律的条件をクリアするのは無論の

乙と、それ以外にもより高質な環境への配慮、

創造性が求められるようになってきた。とうし

た状況下で計画・設計・施工された東京の事務

所ピルに設置された fアーバンオアシスJと称

する取り組みを紹介する。

ζの建築物の概要を表1に示す。位置は新宿

薪都心から lkm程の渋谷区・千駄ヶ谷にある。

ζの建築物では、 Bl-2Fを地域開放スペースと

して、一般公開している。 ζ乙に自然、の仕組み

や生物の持っている能力を紹介し、それを生か

した環境関連技術を展示、実験するスペースを

rアーバンオアシスJと名づけた。
とのスペースは、環境関連技術の実験の場、

開発技傑の展示、環境に取り組む企業姿勢の表

瞬、自然と共生する街づくりの提案という側面

を持つ。すなわち、とれからの街づくりに欠か

せないのは自然を生かした都市環境の創造と考

え、街の中のオアシスとして憩いの場所を提供

するとともに、とれからの都市環境のあり方に

ついて、建物利用者や地域住民とともに考えて

行く ζとを目的としている。本報では、アーバ

ンオアシスに設置した要素を概説し、著者が開

発に携わった水関連技備を紹介する。

2.アーバンオアシス概要

アーバンオアシスに設置した要素の概要を表

2に、平面配置を劉lに示す。

ζれらの要素で、動物ではパドルフィッシュ

やテイラゼアといった魚類、バードサンクチュ

アリーに飛来するヒヨドリ、シジュウカラ、メ

ジロ、スズメ等の鳥類を常に自にするととがで

きる。また植物ではパームツリーのような高木

が室内にそびえ、根を空中に突き出したクスノ
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表l 建築物概要

所祖母 東京都渋谷区千駄ヶ谷4-6-15

工事期路 昭和田年 7月~平成 4年11月

構造 鉄骨造、鉄骨S蛸Jmクトト造

規模 議題辞ili:!蛙1~~1
敷地面積 5459mz 

建築面積 2650m2 

延床面積 29921nf 

高さ 本館 82.5m、JJI]館 44.6m

用途地域 商第業214;域住居、近専隣用地筒業域出或、

キがそよぎ、微生物ではスピルリナが縮長い簡

で培養されている。とうした生物が、単に「見

せ物Jとして独立しているわけでなく、それぞ

れが他との関わりをもって生育しているととを

目の当たりにできるのが大きな特徴である。

例えば水耕栽培の園芸植物は、パドルフィッ

シュの水槽からオーバーフローする、糞等の栄

養分を含んだ水により生育している。アトリウ

ム植栽は、太揚光顛射システムによって得られ

る光により光合成している。クスノキの噴霧栽

培の水は、テイラピア飼育水槽の水が用いられ

テイラピアの鰐にはピル排水中から分離された

栄養塩類が豊富な溶液(以下、 ζれを無機塩類

濃縮液と呼ぶ)により培養されたスピルリナが

与えられる。敷地に降った雨水も散水や魚類飼

育水槽の補給水に用いられ、無機堪類濃縮液は

植栽地にも散布される。また、土壌微生物の働

きにより空気が浄化される。

とうした物質の循環や小生態系を、事務所ピ

ルに組み込んだり配寵したりして、自然と共生

する街づくりの提案になっている。
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表2 アーバンオアシス要素技術概要

1 1/1ドj削減d司育システム ロ水ト質内・水、5m'温管の水理槽にによてり1飼1ドル育7ィ、v展h示{ヘラチ量抑メ科、PaddleFiぬ)を、 厳しい

2 水耕初音システム /IfJV7ィ'J$'J.7]<檎のが'11-7ト水を利用して、刀ITィ7-tラA等を水耕耕音

3土壊空気浄化装置 (EAP-1) 空植気栽土を3浄!留むに71~ を照いて空気を通過させ、土織の働きにより、護内汚染

417トリウム植栽 樹た高植物7m種の 4〉選本定のピ、ロデウヤザぬシ{ヤと将の司調、和称、d植H物VのF回心)、理を的中効心果とをし配て慮、人した工7空間抑Aに適緩裁し

5 樹木噴霧樹齢別 (7ロ-1，M'J~-)
麟議絞殺題歌!ま嫌業高2L開票結誠実需協議:

s 斑~(í-J!.t'1dl制育$'7JA
部鐘よ23臨港総鶴授にで川五時組長uliマl蜘 sis)I 、テイラ~ (^^~ M. ti1apla縞 i 顎i胃

7土嬢空気浄化$'7JA(臼P-II) 地下駐車場の排気会盤外植栽土壊層を通して∞やNO"を除去し、排出

8 南水循環・利用VKfA 椴敷地臨全体水とはし中て水の雨と水し錯て棚環を考、州繍帯雨水は織部散水等の外糊IJ用還元。 I

9 排水利用槌裁施肥シスn l!JVU~水より中水及び肥料成分を分離、搭載地にZ郡ヰ成分を自動散布

10 太陽光照射以払(Y71)λぺ11) 建物の期の回路植栽に、鏡を科閉して自動的に太賜光を照射

11 バωドザYクチュTリ ~t野!と請書?鰭戸業譲践す鱗鴻遺品調留な配置を行うと|

1 11~ß，7，ィッシユ飼育双子A

2 7持焼単ぁ(/JA

3 土波空気浄化装置 (EAP-I)

4 7トリウム綴栽

5 語体喰殺樹齢ステム(7CJ幽子。タッチ)

6 藻類一魚類飼育システム

7 土壌空気浄化システム (EAP“11)

8 雨水循環・利用シ'/JA

9 排水平IJ用緩翻慨システム

10太鵬ltJ鮒淵'A(リラリA-III)

11 IHtJ:JPチ:.ù~

金曜
可解
:議命

罷1 アーバンオアシス平麗概要図
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3.水に関するところみ

とζでは、アーバンオアシスにおげる、水に

関する実験的な試みについて述べる。

著者らの問題意識は、敷地を合めた建築物か

ら生ずる濠境負荷を減らすζとができないかと

いう点につきる。当然、建築物が建つことは、

(何もなかった時と比べて)その場所の人間活

動の増加を招く。その際に、水に関しての環境

負荷は、 r量jとしての側面一必要供給水量が
増加するーと f質jとしての側面一供給水より

不純物が多く含まれている排水が生ずるーがあ

る。 r量Jに関しては、排水再利用・雨水利用
が様々な場所で行われており、地域によっては

指導指針も示されている。しかし、 「質J的な

顔境負荷は、都市域においては整備されたイン

フラストラクチャーを用い、下水処理場等で一

括処理されるため、ほとんど配慮がはらわれな

かった。一方で、都市の公園緑地や街銘樹等の

ほとんどで栄養分が足りないとの専門家の意見

もある。そζで、生活系排水を原水とした場合

には重金属等の有害物が少ないととから、衛生

的な配慮も含めて、排水中の栄養分も、建築物

まわりの緑地等の肥料分として用いられないか

と考えた。その結果、膜を組み合わせるごとに

より、排水中の栄養分を取り扱いやすい溶液の

形で取り出し、水としての再利用と同時に、排

水中の栄養分をも利用し、 f量JとF質j両国

の環境負祷の軽減を試みている。

ζのシステムの特徴は、生物処理及び限外繍

過膜(以下UF膜と略す)の後に、逆浸透膜(以
下京0膜と略す)を用いてその処理水を便所洗浄

水等に再利用すると同時に、処理水を分離した

後の無機塩類濃縮液を植栽施肥等のアーバンオ

アシス部での利用を試みているととである。 ζ

の建築物における排水再利用施設のフロ…、ア

ーバンオアシスとの関連、および計翻水収支を

閣2に示す。

資源回収装置は、電気伝導度で1.8mS/cm程度

7!<1J1g設

立中 ぜ竺コ
密2 7]<に関する計画におけるフローシート
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まで濃縮したRO循環水を、さらに2種類のRO膜

を用いて処理水と無機塩類濃縮液に分離してい

る。中水施設と資源囲服装置に設置した膜種類

を表3に示す。計闘では原水(雑排水とし尿の

混合水)が25m3/ 日で 2.6nf/日の無機塩類濃

縮液を得ることが可能である。との無機趨類濃

縮液を藻類一魚類飼育システムの藻類培養装置

に栄養補給という位置付けで供給する。また、

造閥横栽地に、自動給水装龍一潜水タイトをへて

表3 中水施設と資源由昭装置に用いた隣蝶貫一覧

膜種類 除去率等 議弘 平均操島

2 UF膜 分間分子2盤万 25.6m" 4同f/叩 Z

襲{班RO膜 0.15'制aClF血1:.A事6似
39.0m" 10均f/cm2

{班RO膜 0.F1血5矧k率aCsloz 2.0m" 10同f/，叩2

装置
jト]]0践 0.20樹aCl 2.0m" 7kgf/叩 2

F血k率10%

液肥として散布する。

現在、当建築物におけ

る無機塩類濃縮液の水質

デイがまだ整理されてい

ないので、し尿浄化槽・

沈殿分離槽の分離水を原

水として、同様システム(処

理水鷺 O.7m3/ 白)を用

いた得られた無機塩類濃

縮液の水質分析結果を

表41)に示した。 pHは

即時fluxを維持するため

に、生物処理水槽におい

て硝化をすすめた状況で

表4 実験システムにおける処理過程の水質と各種生物生産溶液の水質

項目 単位 捌く

pH 7.9 

EC mS/cm 1.3 

γOC mι/.e 74 
BOD 時/.e 117 
NH.-N 時/.e 113 
NOs-N 昭/Il 0.7 

PO. -P 時/Il 8.4 

K 時/.e 36 
Ca mg/Il 22 

Mg 時/Il 6.2 

S 昭/ε 14 

Na mg/必 73 

水量級交 % 100 

維持しているために、低

くなっている。電気伝導度、無機態蜜索(陪14-N、

NOs-Nの合計纏)、リン、カリウム等はだいた
い原水の2........3倍になっている。また無機堀類

濃縮液を楠物に散布したととろ成育は良好にな

った2)。水収支に関しては、無機温類濃縮液は

使用量より生産量が多い計画になっているが、

レベルスイザチ等を用い、 f使用したら作るJという

制御を行っている。

4.おわりに

今後は、個々の技術の質を高めていくととは

無論であるが、ある敷地、街区、地域等様々な

空間に対して、外部への負荷を滅らし、地域の

環境を損なわないことはもちろん、より高める

ような計画立案を目指すζとが重要と考えてい

る。

UF 中水 無糊機搬 植国物試帰処方 藻金沢競用ら溜品水

4.5 4.8 4.4 司 6.0 

1.1 0.6 2.1 叩 一
12 0.0 15 山 四

0.2 ー ー 一 四

56 37 82 19 

69 58 122 225 
280 

9.9 1.8 23 42 68 

39 27 63 313 86 

23 4.9 53 161 .剛

6.3 0.8 16 49 30 

37 38 58 65 39 

77 48 131 一 日

100 67 29 一 ー
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